
 

高洲地区学校適正配置 

地元説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※資料の元号については、分かりやすくするため 2019 年５月以降も「平成」を用いています。 

 
日時：平成３１年３月３日（日）  １３：３０～１４：３０ 

 

場所：高洲第一中学校体育館 

     

  

 

 

 

 

 

千葉市教育委員会 教育総務部 企画課 
 

 

１  市教委挨拶及び千葉市学校適正規模・適正配置実施方針の説明 

 

２ 説明 

 （１）保護者説明会実施までの経緯 

 （２）高洲地区小中学校と稲浜地区小中学校の今後の児童生徒数推

計について 

 （３）２０２４年度の美浜区の中学校の生徒数推計 

（４）高洲二中の学区内から近隣中学校までの距離 

 （５）高洲二中の学区と地区別人数（平成３０年５月１日現在） 

（６）高洲・稲浜地区中学校の比較 

 （７）高洲二中が統合した場合の統合校の推計について 

（８）高洲一中と高洲二中が統合する場合に想定されるスケジュー

ルについて 

（９）その他 

 

３ 意見交換 

 

 



１ 保護者説明会実施までの経緯    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高洲地区学校・保護者会等訪問経過（経緯） 

２０１８．５月下旬     高洲第二中学校区（高洲二中・高洲四小・真砂五小）学校訪問  

・第３次学校適正規模・適正配置実施方針について説明 

２０１８．６月下旬     高洲第二中学校区（高洲二中・高洲四小・真砂五小）学校訪問 

～７月中旬     ・学校の様子をヒアリング 

２０１８．９月上旬     高洲第二中学校区（高洲二中・高洲四小・真砂五小）保護者役員会訪問 

             ・学校適正配置についての意見交換 

２０１８．１０月中旬    高洲第一中学校区（高洲一中・高洲三小・高洲小）学校訪問 

       ・高洲第一中学校区の学校施設の確認 

・高洲第二中学校区の適正配置について説明 

２０１８．１０         

～ ２０１９．２ 

２０１８．１２月 １日（土）高洲二中保護者全体説明会 

２０１９． ２月２３日（土）高洲一中保護者全体説明会 

２０１９． ３月 ３日（日）高洲地区学校適正配置地元説明会 

 

 

２ 高洲地区小中学校と稲浜地区小中学校の今後の児童生徒数推計について  

                          ※２０１８年度は実数、２０２４年度は推計 

                          ※特別支援学級の児童学級数を除く 

  ２０１８年度（平成３０年度）        ２０２４年度（平成３６年度） 

学校名 
児童 

生徒数 
学級数 

 

学校名 
児童 

生徒数 

学級

数 
優先度 

高洲第一中学校 354 11 高洲第一中学校 310 9 Ⅲ 

高洲第三小学校 414 13 高洲第三小学校 404 14 ― 

高洲小学校 288 12 高洲小学校 357 13 ― 

高洲第二中学校 123 ５ 高洲第二中学校 104 ３ Ⅰ 

高洲第四小学校 145 ６ 高洲第四小学校 129 ６ Ⅱ 

真砂第五小学校 90 ６ 真砂第五小学校 166 ６ Ⅱ 

稲浜中学校 248 ８ 稲浜中学校 429 12 ― 

稲浜小学校 151 ７ 稲浜小学校 250 10 Ⅲ 

稲毛第二小学校 581 19 稲毛第二小学校 670 22 ― 

  

 

 

 

 

２０１８年（平成３０年）に第３次千葉市学校適正規模・適正配置実施方針が策定され、企画課では、優先度Ⅰ

の学校を中心に訪問している。これまで、高洲地区の学校として、優先度Ⅰである高洲二中、同中学校区にある

高洲四小（優先度Ⅱ）、真砂五小（優先度Ⅱ）及びその保護者代表を訪問してきた。その中で、高洲二中では、

今後すべての学年が単学級になることが予想され、学校や地域から、教育環境を心配する声が多く聞かれてい

る。 

教育委員会では、高洲一中と高洲二中で保護者説明会を行ってきた。また、地域や青少年育成委員会を訪

問し、統合についての経緯を説明するとともに意見交換を行ってきた。今後は各小学校の保護者全体や地域の

方々からも、意見を伺いたいと考え、地元説明会を実施した。 

高洲地区 小中学校役員会等訪問 

・高洲地区の学校適正配置について説明 



●中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲浜中学校学区 

高洲第二中学校学区 

高洲第一中学校学区 



●小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎高洲第一中学校学区 

●高洲三小学校学区 

●高洲小学校学区 

◎高洲第二中学校学区 

●高洲四小学校学区 

●真砂五小学校学区 

◎稲浜中学校学区 

●稲毛第二小学校学区 

●稲浜小学校学区 



３ ２０２４年度の美浜区の中学校の生徒数推計   ※特別支援学級の児童学級数を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幕張西中学校 

生徒数 585 名 

   17 学級 

打瀬中学校 

生徒数 714 名 

  20 学級 

真砂中学校 

生徒数481名 

  15 学級 

磯辺中学校 

生徒数 447名 

  14 学級 

高浜中学校 

生徒数 180名 

   ６学級 

高洲第一中学校 

生徒数 310 名 

   ９学級 

高洲第二中学校 

生徒数 104 名 

   ３学級 

幸町第一中学校 

生徒数 116 名 

   ５学級 
幸町第二中学校 

生徒数 270 名 

   ９学級 

稲浜中学校 

生徒数 429 名 

  12 学級 



４ 高洲二中の学区内から近隣中学校までの距離 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 高洲二中の学区と地区別人数（平成３０年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒砂橋 

 
真砂一 

交差点 

高洲二中～稲浜中  1.2km 

高洲二中～高洲一中 1.4km 

高洲二中～真砂中  2.0km 

ｺﾝﾋﾞﾆ～稲浜中  1.7km 

ｺﾝﾋﾞﾆ～高洲一中 2.1km 

ｺﾝﾋﾞﾆ～真砂中  1.4km 

 

交差点～稲浜中  1.9km 

交差点～高洲一中 1.9km 

交差点～真砂中  1.8km 

 

黒砂橋～稲浜中  1.2km 

黒砂橋～高洲二中 1.6km 

黒砂橋～高洲一中 900ｍ 

真砂一丁目（３３） 

・１年生１３名 

・２年生 ８名 

・３年生１２名 

高洲四丁目（１０） 

・１年生 ３名 

・２年生 ６名 

・３年生 １名 

高洲一丁目（７２） 

・１年生１５名 

・２年生２５名 

・３年生３２名 

その他（８） 

真砂一丁目に居住の生徒が、高洲第一中

学校に通学する場合に、約２ｋｍの通学

距離となる。通学の負担軽減のため、真

砂一丁目地区を、真砂中学校への学区外

承認地域にすることについて、地元代表

協議会で協議する。 



６ 高洲・稲浜地区中学校の比較 

（１）学校施設・学校規模について 

学校名 高洲第一中学校 高洲第二中学校 稲浜中学校 

開校年度 昭和４７年 昭和５０年 昭和５７年 

敷地面積 ２３，１６４㎡ ２３，２２５㎡ ２２，３２７㎡ 

校舎内 建物敷地 ９，４４８㎡ ９，６１０㎡ ９，３６６㎡ 

校舎面積 ６，３３２㎡ ３，８１０㎡ ５，０９７㎡ 

保有教室数 ２９ １６ １４ 

利用可能普通教室数 ２５ １２ １１ 

校庭 運動用用地面積 １３，７１６㎡ １３，６１５㎡ １２，９６１㎡ 

体育館 屋内運動場面積 １，０８８㎡ １，０９４㎡ １，１０６㎡ 

特別支援学級 なし なし なし 

職員数 ２３ １５ １８ 

学級数 １１ ５ ８ 

生徒数 ３５４ １２３ ２４８ 

避難場所の指定 指定避難所 指定避難所 指定避難所 

 

 

 

 

 

（２）運動系部活動の加入状況（平成３０年５月１日現在） 

学校名 高洲第一中学校 高洲第二中学校 稲浜中学校 

部活動名 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

陸上競技 ― ― ― ― ２２ ６ 

水泳 ― ― ― ― １５ ４ 

新体操 ― ２ ― ― ― ― 

野球 ２６ ― ― ― １４ １ 

サッカー ４８ ― １６ ― ― ― 

バスケットボール １６ ２３ ― ― ― １２ 

バレーボール ― ― ― １７ ― ２０ 

卓球 ２７ １０ １９ ― ― ― 

ソフトテニス ― ２５ １６ ２０ １９ ２３ 

ソフトボール ― １６ ― ― ― ― 

バドミントン ３４ ３３ ― ― ２７ １５ 

運動部加入率 
８０．３％ ６５．７％ ９２．４％ ５４．４％ ７０．８％ ７３．０％ 

７３．４％ ７１．５％ ７１．８％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ 高洲二中が統合した場合の統合校の推計について 

●高洲二中と高洲一中が統合した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高洲二中と稲浜中が統合した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

・稲浜中単独でも、２０２４年度（平

成３５年度）から教室不足が見込まれ

ており、高洲二中との統合となると特

別教室の改修や校庭にプレハブを増

設して対応しなければならない。 

・稲浜中学校区の小学校（稲浜小、稲

毛二小）も児童数が増加しており、教

室数の関係から、小学校の統合も難し

い。 



８ 高洲一中と高洲二中が統合する場合に想定されるスケジュールについて 

  

  高洲二中が稲浜中と統合することについては、稲浜中の教室数が少なく教室不足が生じることから、

難しいと考えられる。早い時期の統合を考えるのならば、統合相手校を高洲一中とし、教室数が多い

高洲一中の場所での統合となる。 

学校を統合する場合には、「統合に関する要望書」に基づいて教育委員会で統合を決定する必要が

あり、要望書提出時期や校舎の改修規模等によって、想定されるスケジュールが異なる。 

 

（１）２０２１年（平成３３年）４月統合 

   ２０１９年（平成３１年）８月までに要望書が提出され、設計を必要としない簡易な修繕（内壁

のクロス張替えや床材の張替えなど）や統合準備会を経て１年半後に統合。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）２０２３年（平成３５年）４月統合 

   ２０１９年（平成３１年）８月までに要望書が提出され、設計を伴う大規模改修や統合準備会を

経て３年半後に統合。（高洲一中において、約２年間の居ながら施工工事を行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 ※統合の有無、時期については今後協議をしていくことになります。 

※要望書の提出が１年遅れ、平成３２年８月になった場合には、それぞれ統合も 1 年遅くなります。 

 ※どちらのスケジュールになるか今後検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市教育委員会 企画課  

千葉市中央区問屋町１－３５ 

千葉ポートサイドタワー１２階 

電話 ０４３－２４５－５９１１ 

FAX  ０４３－２４５－５９８８ 
特別史跡 加曽利貝塚ＰＲ大使 

かそりーぬ 


